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アメリカ史の授業を長年にわたり担当したが，自分

が教壇に立ってのべる事は間違いのない真実なのか，

という疑念にたえず付きまとわれていた。歴史上の出

来事は動かしがたい真実に思えるが，実はそうではな

いからだ。たとえば北アメリカの先住民は採集狩猟文

化のもとにあったとするのが定説だが，マヤ文明に匹

敵する高度な農耕文明がミシシッピ川岸に存在したこ

とが明らかになってきた。

第二次世界大戦中のフランクリン・ローズベルト大

統領は，自由と民主主義のために戦ったが，ホワイト

ハウスから圧力をかけて息子の商売の便益を図った事

も知られるようになった。ウォーターゲート事件で失

脚したリチャード・ニクソン大統領には，心理学の手

法を用いた新しい解釈が出ている。

芥川龍之介の作品に『藪のなか』という佳作があ

る。殺人と強姦という事件をめぐって目撃者や関係者

７人が口を開くのだが，それぞれの語る内容が微妙に

ずれていて，何が本当か定かでない。同じ事柄でも複

数の視点から描くとこういうことが起こりがちで，そ

れを「内的多元焦点化」と言うのだそうだ。白黒で割

り切れない錯綜した真実は，芸術家などの想像を掻き

立てるらしく，『羅生門』『去年マリエンバードで』な

どの映画製作のヒントになった。

あやふやな事実があるというのは目新しい事ではな

い。戦争中の大本営発表もそうだが，企業の業績など

大企業の言う事を鵜呑みにできないとする雰囲気もあ

る。現代の若者の多くは新聞の記事をあまり信じな

い。客観的な事実が重視されない「ポスト・トゥルー

ス」の時代だなどとも言われる。

などと考えていたら，今年の初めにドナルド・トラ

ンプ大統領が誕生した。選挙運動中から根拠が希薄な

発言が多く，大統領となってもこの傾向は変わらな

い。そしてトランプ政権は，思いもかけない知的なざ

わめきを引き起こしている。大統領補佐官ケリーア

ン・コンウェイが，大統領就任式を見物した観衆の頭

数をめぐる言い争いのなかで，「それはalternative
 

factsでしょ」と言い放ったのである。alternativeと

は「どちらか１つを選ぶべき」「代わりの」という意

味の形容詞だが，ここでは「別の見方をすれば」くら

いの表現だろう。

コンウェイの発言を受けて，事実に別の見方がある

とする考えはジョージ・オーウェルの近未来小説

『1984年』の主要テーマだという指摘が，「ニューヨー

ク・タイムズ」でなされた。そこでこの小説を入手し

ようとする騒ぎとなった。通販サイトのアマゾン（ア

メリカ）では３日間でこの本が9,500パーセントの売

り上げ増となり，短期間で在庫がなくなった。版元の

ペンギンブックスは急遽75,000冊の増刷を決めたとい

う。

オルタナティブ・ファクツとは，虚偽のことだと決

め付けるメディアもあるが，ワシントンで法学を教え

るロバート・ストーカー教授によれば，この表現は法

律用語だという。つまり法律の世界でも複眼的な事実

の存在が認められている。

今回，大修館書店から『列伝アメリカ史』を出版す

る事になったが，教壇からの一方的発言を反省して，

できるだけ多様な視点から15人の人物を取り上げ，複

雑性のなかにある歴史を描こうとした。もちろん最終

章にはトランプ大統領に登場願った。著作がどういう

種類の真実として認められるか，今から楽しみでかつ

不安なことである。

（まつお かずゆき・上智大学名誉教授）
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■はじめに

時あたかも，小学校及び中学校の次期学習指導

要領改訂に向けた動きがいよいよ大詰めを迎えて

いる。平成26年11月に文部科学大臣からなされた

「諮問」を受けて中央教育審議会での審議がスタ

ート，約２年がかりで延べ218回に及ぶ各種部会

やワーキンググループ（教科等レベル）等での議

論を重ね，その集大成として平成28年12月に「幼

稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学

校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等につ

いて（答申）」（以下，「答申」）が提出された。

この「答申」は，改訂の方向付けとなるもので

あり，平成28年度末に予定されている新しい学習

指導要領の告示案もすでに公表され，最終的な調

整段階に入ったと言える。なお，高等学校につい

ては，平成29年度末の改訂が見込まれている。

■改訂のポイント

「答申」では，「外国語」の「現行学習指導要

領の成果と課題」において，次の点を課題の一つ

として提示している。

「学校種間の接続が十分とは言えず，進級や進

学をした後に，それまでの学習内容や指導方法

等を発展的に生かすことができないといった状

況も見られている。」

この課題への対応として，

〇各学校段階の学びを接続させる

〇小・中・高で一貫した目標を実現する

〇小学校中学年段階から児童生徒の発達段階に応

じて「知識・技能」と「思考力・判断力・表現

力等」を一体的に育成する目標を設定する

といったことが求められている（「答申」における

掲載順）。

さらに，「小学校で学んだ語彙や表現などの学

習内容については，中学校の言語活動において，

具体的な課題等を設定するなどして，意味のある

文脈の中でのコミュニケーションを通して繰り返

し触れ，生徒が必要な語彙や表現などを活用する

ことができるようにする」（中学校の外国語教育に

おける改善・充実），「必履修科目（特に学習の初期

段階）において，中学校の学び直しの要素を入れ

る」（高等学校における科目構成の見直し）など，

学びの接続のイメージ化も図られている。

このように，今回の改訂においては，小学校・

中学校・高等学校を通じて，一貫して展開する外

国語教育の姿がある。小学校から中学校へ，中学

校から高等学校へと，滑らかに接続する外国語教

育である。そこで本稿では，特に中学生につい

て，新教育課程ではどのような資質・能力を身に

付けることが求められるのかを「答申」に沿って

解説することにより，高等学校における指導や評

価の参考にしてほしいと考えている。

■中学校はどう変わる？

中学校の学習指導要領の改訂に触れる前に，小

学校について，今回の改訂における注目点を簡単

に解説しておきたい。

ご存知のことと思うが，小学校では，現行の教

育課程において年間35単位時間程度行われている

外国語活動が中学年（第３・４学年）に導入され，

2

導要領改訂

平木 裕

性

――高校入学前に中学生が身に付け

次期学習指 向

く

の

て と

方

こる

0

ア

8

↓

キ

Ｑ

↑

12㎜)
アキ：20Ｑ

：48Ｑ(

特別記事



高学年（第５・６学年）では教科としての学習

（年間70単位時間程度）となる。教科として位置付

けるに当たっての方向性としては，「外国語の基

本的な表現について『聞くこと』や『話すこと』

などのコミュニケーション能力の基礎を養う体系

的な指導を行う」ことや，「発達の段階に応じた

『読むこと』『書くこと』に慣れ親しみ，積極的に

英語を読もうとしたり書こうとしたりする態度を

育成する」といったことが示されており，コミュ

ニケーション能力の基礎を養う体系的な指導を行

うもの，という印象が強くなっている。

そうした小学校での外国語教育を踏まえ，中学

校での指導はどのようになるのか，「答申」（「別

添資料」を含む）における関連部分を取り上げる

とともに，必要に応じて平成28年８月の「外国語

ワーキンググループにおける審議の取りまとめ」

（以下，「取りまとめ」）にも言及しながら，改善の

ポイントを解説したい。

まず，教科の目標のイメージとして，「答申」

では「聞くこと，話すこと，読むこと，書くこと

による総合的な言語活動を行うことを通して，簡

単な情報や考えなどを外国語で理解したり表現し

たり伝え合ったりすることができる資質・能力」

の育成を掲げている。「理解する」「表現する」

「伝え合う」をセットで示している点に注目した

い。また，「聞いたり読んだりしたことを活用し

て話したり書いたりして発信する」統合的な言語

活動の必要性も明確にしている。関連して，「取

りまとめ」には，

〇対話的な言語活動を重視する

〇授業は外国語［英語］で行うことを基本とする

など，中学校における基本的な指導イメージが示

されており，高等学校入学前の「基礎体力」とし

ては現行以上のものが期待されている。中・高の

接続という観点からの今次改訂における改善点が

浮き彫りになっていると言えよう。

一方，「答申」には「小学校で学んだ語彙や表

現などの学習内容については，中学校の言語活動

において，具体的な課題等を設定するなどして，

意味のある文脈の中でのコミュニケーションを通

して繰り返し触れ，生徒が必要な語彙や表現など

を活用することができるようにする」という記述

もあり，教科としての小学校からの接続を図る視

点が強調されている。

さらに，これは全学校段階・全教科等に共通す

ることになるが，「育成を目指す資質・能力」と

して次の三つの柱で整理されたこととの関連につ

いて触れておきたい。

①何を理解しているか，何ができるか

②理解していること・できることをどう使うか

③どのように社会・世界と関わり，よりよい人生

を送るか

それぞれの柱のポイントは，

①→生きて働く「知識・技能」の習得

②→未知の状況にも対応できる「思考力・判断

力・表現力等」の育成

③→学びを人生や社会に生かそうとする「学び

に向かう力・人間性等」の涵養

ということになるが，いずれも外国語教育には欠

かせない視点である。つまり，必要な場面で生か

せる知識・技能，相手の発話や与えられた状況に

その場で対応する必要のある言語活動の工夫，コ

ミュニケーションの目的や場面，状況などが明確

になることによる自分自身との関わりの実感，と

いったことになろう。

■おわりに

以上，これからの外国語教育が目指すものを中

学生の姿にフォーカスしながら述べてきた。これ

を参考に，彼らを高等学校ではどのように受け止

め，どのような授業で「歓迎」するのか，今から

思いをはせてほしい。そのためにも，新しい学習

指導要領で小学校及び中学校の具体的な目標や内

容等をしっかり把握しておいてほしい。

（ひらき ひろし・文部科学省 教科調査官)
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■はじめに

Genius English Communication（以下 Genius
 

EC）I を使って授業を行うようになって４年に

なる。採択当初は，「本校の生徒たちには高度す

ぎるのではないか？」という懸念も英語科スタッ

フの中にはあった。しかし，「内容が面白ければ

生徒たちは自ら学ぶ」という信念と，学習到達目

標，教授方法とを全員で共有して指導した結果，

教員側の心配をよそに，Genius  EC I から

Genius EC III を使って英語学習を全うした初代

Geniusっ子たちの約８割が「英語の勉強が好き」

と胸を張って答えて卒業した。高校入学前は英語

が苦手で嫌いだったというある生徒はこう話し

た。「一読しただけでは英文の意味が曖昧でも，

授業中に霧が晴れてぱっと視野が広がる瞬間があ

るのです。その快感がやみつきになって，もっと

もっと英語を勉強したくなるのです。」英語力が

“genius”とは断言できない（失礼 ）勤務校の

生徒たちに，英語学習が「やみつき」と言わせる

秘密は何か。授業者として，また改訂版からは編

集に関わった者の１人として，Genius EC の魅

力を「３つのG」に沿って考えてみたい。

■ Genuine Communication

本物のコミュニケーション（技能・スキル）

Genius EC を採択した大きな理由の１つは，

言語活動の組み立てが第二言語習得の理論にかな

っており，４技能統合型の英語による授業に適し

ていると確信したからである。リスニングとキー

ワードの導入からなるWarm Upで，学習者を

課のトピックに引き込み想像力をかき立てる。英

文が書かれた目的に応じた読解活動を経て，パー

ト毎に用意されたコンセプトマップを用いたスト

ーリー・リテリングや口頭要約等のペア・グルー

プワークにつなぐことができる。また，更に自由

度の高いスピーキングを促すディスカッションや

プロジェクトのためのテーマが各課に設けられ，

思考を伴う協働的活動へと自然に発展させること

が可能だ。「言語活動と言語活動をつなぐ」構成

をなぞることで，「生徒と生徒をつなぐ」やりと

りが豊かな授業が実現する。

■ Global Issues 本物の題材（知識・理解）

どんなに興味深い題材を扱っていても，生徒と

教材の関わりが単に字面をなぞるだけで終わって

いてはもったいない。生徒が教材と真正面から向

き合い，自分の頭と心を揺さぶられる体験ができ

るか，すなわち「生徒と教材をつなぐ」深みのあ

る授業ができているか。この問いかけに応えてく

れるオーセンティックな題材が豊富なことも

Genius EC の強みである。

例えば，Genius EC II の５課は，宮沢賢治の

研究家・翻訳家として知られるRoger Pulvers

氏の書き下ろしである。生徒は同じ日本人として

賢治の作品に込められたメッセージを読み解くと

同時に，その中には真のグローバリズムを考える

ヒントが潜んでいることに気づき驚くだろう。そ

れを外国人筆者のことばを通じて知る経験は，自

国文化理解と異文化理解が融合したような不思議

な感覚を伴った忘れえぬ体験となるだろう。

英語教科書・教材で生徒の表現力を伸ばす
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Genius EC I の10課は，第二次世界大戦中に

ナチスの占領下で，自らの命を危険にさらしなが

ら多くのユダヤ人の子どもの命を救ったポーラン

ド人女性イレーナ・センドラーさんが主人公であ

る。ホロコーストの悲劇について読み，生徒たち

は戦争や差別の愚かさについて考える。そして翌

年，Genius EC II の４課で，イスラエル兵に殺

された息子の臓器を，病気で苦しむイスラエル人

に提供したパレスチナ人の父親について学ぶ。苦

悩を乗り越え，相互理解と平和を求める決断をし

た父親の心情について読むことで，生徒たちは人

類共生の難しさと尊さを改めて認識するだろう。

筆者がこの課を授業で扱っていた時，リアルタ

イムでイスラエルとパレスチナ間の紛争が悪化し

た。紛争解決について安易に話し合えない程の状

況に胸を痛めつつ，パレスチナ人，イスラエル人

双方の複数の若者の手記を，本課とテーマを連携

した多読教材Read On!の英文の出典から探し

た。ジグソーリーディングの後に生徒たちは，

「自分の友人の思い」の形で相互に内容を報告し

合うという活動に取り組んだ。「先生，ヤバいよ，

泣きそうだよ。」と言いながら「友人」の状況や

思いを必死に英語で伝える男子生徒の姿が印象的

だった。グローバルな問題を身近なものとしてと

らえ，共感できる生徒。問題意識を持って自ら知

識の収集に努め，問題解決に向けて意見を発信す

る力を持った生徒。その育成には，「生徒と実社

会・世界をつなぐ」本物の題材が不可欠である。

■ Genuine Learning 本物の学び（姿勢・情意）

豊かな知識や高度なスキルがあっても，バラン

スのとれた健全な世界観を育まずに，多文化共

生・共存に貢献しうる人材は育成できない。改訂

版 Genius EC I では７課でスポーツにおける男

女差別を乗り越えたラスティ・カノコギさんを，

Read On!７では黒人メジャーリーガーのジャッ

キー・ロビンソン選手を扱っている。差別のテー

マは Genius EC II の10課，アパルトヘイト体制

下の南アフリカで公正な報道姿勢を追求し貫いた

白人ジャーナリストの物語に引き継がれる。今も

存在する様々な差別，そして平等，正義について

真剣に考える好機となるだろう。

改訂版 Genius EC II で新たに登場した教材を

２つ紹介したい。７課は，今年２月に亡くなった

ディック・ブルーナさんと，彼が生んだ「ミッフ

ィー」が題材である。可愛いうさぎのキャラクタ

ーとしてしかミッフィーを知らなかった高校生た

ちは，ブルーナさんの子どもたちへの温かい愛情

ゆえのこだわりや，シンプルなアートに込められ

た深いメッセージに驚くだろう。同じくRead
 

On!７は，日本が世界に誇るバレリーナの森下洋

子さんが題材である。ブルーナさん，森下さんの

両氏が芸術に向き合う姿勢は奇しくもオーバーラ

ップする。「昨日よりも上手くなりたい。」と英語

を学ぶ高校生たちが「教材と自分をつなぎ」，自

らの外国語学習に対する姿勢と重ね合わせつつ学

んでくれたらと願う。

■おわりに

Genius EC は，「世界がもし100人の村だった

ら」をプロローグとした３カ年にわたる壮大な地

球絵巻である。今回の改訂により，題材の深み，

厚み，拡がりはそのままに，語彙や英文の複雑さ

のレベルを下げることで，生徒たちが学びやすい

教科書となった。同時に，教員にとっても教えや

すく，読解を超えた先の活動を編む余裕を楽しめ

るようになったと感じる。Geniusがくれる教材

の１つ１つが，高校生たちにとってかけがえのな

い幾多の「つながり」を生み，縦糸・横糸の密な

カンバス地を形成してくれるはずだ。その上に，

生徒たちが自由な世界観で思い思いに絵を描く，

そんな授業を展開していきたいと願いながら，教

壇に立つことが楽しくてたまらない毎日である。

（まつお みゆき・岩手県立福岡高等学校教諭)
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スピーキングの評価では，タスクを生徒に提示

し，タスクから引き出された発話を評価者が判定

します。どんなタスクを出すか，誰が評価するか

だけでなく，判定の際にどのような評価基準（採

点基準，ルーブリック）を使うかも考えます。評

価基準には，評価観点（評価規準）と判定基準が

あり，各観点においてどのように話せたら何点か

を書きだす必要があります。明確な評価基準は，

採点時に同じ基準で評価しやすくなり，ぶれが少

なくなります。また，評価基準と評価例をテスト

前後に生徒に提示すると，学習に結びつけやすく

なります。

教科書に基づいた評価をどのように行うべきか

を迷っている方を念頭に，本稿では，Genius
 

English Communication I Revisedの課末のタス

ク（Discussionと Project）を使ったスピーキング

の評価についてまとめます。

■ Discussionと Projectの評価基準

Discussionは，課の内容と強く結びついた問

に答えるもの，Projectは課のトピックを発展さ

せる形で調べ学習を行い，それを発表するものと

なっています。同教科書の Teacher’s Manualに

は，各課のDiscussionと Projectそれぞれに評

価基準が載っています。同じ種類のタスクであっ

ても，指導目標や評価の方法（生徒同士で会話す

る形か，クラス全体の前で発表するかなど），評価の

状況（授業中に聞いてすぐに評価するのか，録音し

て後で採点するか等）によって多様な評価基準が

ありえるため，表１のような選択肢を組み合わせ

て作った多様なタイプを入れてあります。紙面の

関係でここでは解説を省略しますが，用語の詳細

は小泉（2016）をご参照ください。

表１．評価基準のタイプ

評価形式：総合的か分析的か（holistic vs. ana-

lytic）

記述形式（測る能力の種類）：タスク特有なもの

か一般的なものか

評価観点（評価基準）：タスク達成度のみか，流

暢さ（原稿参照の有無），正確さ，やり取りの

自然さ，質問への応答を加えるか

判定基準：３段階か４段階か

■分析的・タスク特有型・タスク達成度と流暢さ

の３段階の評価基準：Lesson 5 Projectの例

⑴ 評価タスク

Alex’s Lemonade Stand Foundationの募金活

動以外のプロジェクトについて，①いつ始めら

れ，②誰が，どのように，どこで募金を行い，③

どのくらいの金額が集まり，④何の目的でお金が

使われるかを含めて，詳細に調べ，発表しなさ

い。

⑵ 評価基準

タスク達成度 流暢さ

Ａ（十分

満足でき

る）

ア 下線部４

点を述べてい

る。かつ イ

内容が詳細で

ある。

10秒以上の長い沈黙がな

い。言い直しがあっても

気にならない程度であ

る。スムーズに話してい

る。かつ原稿をほとんど

見ていない。
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Ｂ（おお

むね満足

できる）

ア のみを満

たしている。

長い沈黙が１回ある。言

い直しが多めで少し気に

なる程度である。話すス

ピードが遅めである。ま

たは原稿をたまに見てい

る。

Ｃ（努力

を 要 す

る）

ア を満たし

ていない。

長い沈黙が２回以上あ

る。言い直しが多い。話

すスピードが遅く，理解

に影響がある。または，

原稿をほとんど見てい

る。

Teacher’s Manualでは，タスク達成度と流暢

さがＡの場合，Ｂの場合などの発話例を挙げてい

ます。評価基準の表現は一例であり，高校での指

導実態に合わせて変えることができます。

■評価観点についての解説

⑵の評価基準を使って授業内評価の実践を行っ

た結果も含めて，以下述べます。

「タスク達成度」では，聞き手に伝わるように

話せているかがポイントとなります。タスクが求

めている ア イ の要素を話に入れているかだけ

でなく，声が十分大きいか，理解しやすい発音で

話しているかも見ます。原稿があると，早口にな

り過ぎたり，モゴモゴと話して何を言っているの

かが分からなかったりする発表が多く見られま

す。その場合は，原稿としてはＡでも，発話とし

てはＢかＣになります。判定が難しいのは，アの

要素に１，２個抜けがあるが，イの詳細は満たし

ている場合です。実践時には，アで抜けた要素を

詳細さで十分補えている時にはＡとしました。

「流暢さ」については，原稿から目を離して話

せない時にはＣになります。原稿からある程度目

を離しても，英語表現を十分頭に入れていない時

には流暢さが低くなり，ＢかＣとなります。普

通，流暢さには原稿参照の有無は入れませんが，

授業タスクの評価では原稿を作ることが多く，そ

の使用が話し方に大きく影響すると考えて入れま

した。

「正確さ」は，指導目標にあって指導もしてい

るならば入れてもよく，また特定の文法・語彙項

目だけに集中して見るだけならば実行可能な場合

もあるでしょう。しかし，正確さ全般を１観点と

しての評価は難しいです。実際，１分程度の発話

を一度聞いて，３観点を別々に評価することを，

実践の前に評価練習として行ってみましたが，最

初に評価基準を話し合って調整しても，採点者間

で評価はあまり一致しませんでした。「正確さ」

は設けず，理解を妨げる重大な誤りが（複数）あ

った時に，「タスク達成度」の中で減点する形の

方が現実的だと思います。

■外部試験のスピーキングテストとの関係

外部テストでは，準備時間が短いなど，タスク

が異なるだけでなく，評価基準が今回紹介したよ

うなものよりも詳細なことが多いです。そのよう

な基準を学校での評価でも使うべきかと悩むかも

しれません。しかし，外部テストでは，採点の客

観性を高めるために評価者トレーニングを丁寧に

行っていることが多く（例：Koizumi, Okabe, &

Kashimada, 2017），それを前提としない学校の評

価では詳細なものは求めすぎない方がよいと考え

ます。学校での指導に即した形で評価を行い，学

習と指導の改善というサイクルを続けていけば，

入試でも通用するスピーキング力につながってい

くと思います。

【引用文献】

小泉利恵（2016）．「ルーブリックを使ったスピーキ

ングの評価」．『英語教育』，65(10)，34-35．

Koizumi,R.,Okabe,Y.,& Kashimada,Y.(2017).A
 

multifaceted Rasch analysis of rater reliability of
 

the Speaking Section of the GTEC CBT.ARELE,

28,241-256.

（こいずみ りえ・順天堂大学准教授)
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■ ，改訂版 Genius I と同様，現行版から流

用した教材

の編集方針

Genius English Communication（以下 Genius
 

EC）は以下のような基本コンセプトをもとに編

まれています。

①世界で起きているさまざまな事象・問題を，生

徒に身近なこととしてとらえる視点を与える。

②４技能を統合した活動により，実践的な英語力

の基礎を身につける。

③今後求められる学力要素である「思考力」「判

断力」「表現力」を育てる。

④課題を自分で発見し，主体的に学びをすすめる

「自律的学習者」を育てる。

これらのコンセプトを実現するため，Genius
 

EC では教材の内容面からの動機づけが重要であ

ると考えました。そこで，「人類の永続的な共生

のために何ができるか」という視点から，生徒に

自身の問題と考えられるような，リアリティがあ

る題材を取り上げています。現行版の教科書を使

用していただいた先生方からは，「英語の技能を

身につけるだけでなく，世界に関する知識を深

め，そして共生に必要な意識が育った」などのご

評価を頂戴することができました。

■改訂版

息子の臓器を，イ

の新規教材について

以上のテーマを元に改訂版 Genius II では引き

続き教材を見直し，より基本コンセプトに沿っ

た，高校生によりわかりやすい教材を検討いたし

ました。Lesson2，Lesson7，Lesson9と３つの

課に新教材を採用しました。多読用教材Read
 

On!では１つの文章を新規に掲載しました。

また

末を取り上

げました。東京オリンピックを控え，日本の「

も難易度が下がるよう英文自体を見直

し，とりわけ新語の数が多くならないように配慮

しました。

■改訂版

ndokaiとし

の教材紹介

Lesson1Hanamizukiはワシントンの桜の返

礼として百年前に日本に贈られたハナミズキを取

り上げて，忘れられていた交流の歴史について学

びます。改訂版では交流百周年を記念して行われ

た行事のエピソードと，唯一原木が現存する東京

都立園芸高校での植樹式に参加した歌手の一青窈

さんの写真を新たに加えました。

Lesson2Undokai in Marawiは今回の新教材

です。アフリカの小国マラウィ共和国で，日本人

の協力の下に行われたUndokaiの顚

）

めに

スラエルの子ど

もたちに移植することを決意するパ

運

動会」を途上国に紹介して，スポーツの意義を伝

えるプロジェクトからのエピソードです。マラウ

ィでU

らせるた

n4

は何

て受け入れられる様子を通し

て，異文化理解の実例を学びます。

Lesso

。こ

Ahmed’s Gift of Lifeはイスラエル兵

に銃で撃たれた

さこちゃん

ic

の実話

をすればよいのか，そのヒントとなるこ

とでし

レスチナ人の

父親の話です

界各

k Br

は2005年のことですが，

世

界中

地でいまだにやまない紛争を終わ

7D 今回

で愛さ

unaは 世

う

の新教材です。

ょ

る

。

Les

れてい フィミッ

n

う

so

（ー
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の絵本の作者で知られるディック・ブルーナさん

の，そのシンプルな絵の背後にある綿密な創作作

業や作品へのこだわり・姿勢を紹介します。そこ

から浮かび上がるのは，小さな絵本に込められた

子どもたちへの深い愛情と配慮です。

Lesson9Justice with Michel Sandelも今回の

新教材です。『白熱教室』で知られるハーバード

大学サンデル教授の講義を紙上実況します。「他

人を助けるために自らの命を犠牲にするべきか」

など，正解のない問いをどう考えるか，臨場感あ

ふれる対話形式で紹介し，ディベート指導にもつ

ながる内容です。

■改訂版から新登場，指導者用デジタル教科書

Genius EC では教科書に対応した指導者用デ

ジタル教科書を用意いたしました（上記写真）。

教科書出版社13社が参加しているCoNETS（コ

ネッツ）のプラットフォームを導入した，指導者

用デジタル教科書です。CoNETSの標準機能と

して，教科書紙面の拡大縮小，紙面への書き込

み，さらに紙面を用いてオリジナル教材を作成し

たり，先生方が独自にリンクを設定することなど

が可能です。また，追加コンテンツとして，「解答

表示」，「映像資料（写真・動画）」，各パートに「追

加Q&A（各５問，音声つき）」を用意しました。

Genius EC の指導者用デジタル教科書では左

記に加え，授業に役立つ次の２つの拡張機能を用

意しました。

①専用音読ビューアVSS Viewer for taishukan

文字と音声のシンクロ再生が，好きな位置から

クリック一つで行えるアプリです。文字の提示方

法は「カラオケ（音声と同時にテキストの文字色が

変わる）」，「フェードアウト（表示してあるテキス

トが音声とともに消えてゆく）」，「書き起こし（音

声とともにテキストが表示される）」，「フラッシュ

（段落ごとに表示）」から選択できます。音声のス

ピードは0.5倍から2.0倍まで設定でき，また，ス

ラッシュリーディングにも対応しています。

デジタル教科書を起動せず，こちらのVSS単

独でもお使いいただけます。

②新出単語 フラッシュカード

「英語／日本語の表示順・有無」，「音声の有

無」「めくり順（リスト順／ランダム）」，「スピー

ド」などがカスタマイズできる，使いやすいフラ

ッシュカードです。さらに，リストで任意にチェ

ックした語のみを表示する機能もありますので，

生徒の理解の程度に合わせた活用が可能です。
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■はじめに

いま学校現場では，指標形式の教育目標に基づ

く授業実践，主体的・対話的で深い学び（アクテ

ィブ・ラーニング）の視点からの学習過程の改善

が求められています。そのような状況のなか，英

語の先生方がそれぞれの指導計画や授業デザイン

に基づき，ある程度の自由度をもって有効活用で

きる教科書づくりを目指して，Compass English
 

Communicationシリーズの編集・改訂を行って

きました。さまざまな教室での状況・現実を考

え，つねに現場目線で作り上げてきた教科書であ

ると言ってよいでしょう。

■

‘No BABES’ルールの

順守，すなわち，文頭でのBut，Anの

紙面構成

原則的に１パート見開き完結型になっており，

窮屈で難しい印象を与えないような紙面構成を心

掛けています。左側ページの英文には，概要把握

のヒントになる日本語でのリード文を示し，新出

語句やイディオムに加えて，注意すべき語の発音

も掲載しています。右側ページには，内容理解

（Answer it!）や文法・表現の定着（Focus on it!,

Check it!）・使用（Use it!）のためのさまざまな

タスクが用意され，レッスンの最後には Review，

Practice，Enjoy communicationというポストリ

ーディング活動があります（これらのタスク，活

動についてはあとで詳しく述べます）。

■本文について

シリーズを通して，英文の題材は，生徒の身近

にあり，ある程度の背景知識や経験を持っている

もの，話題の人物や最新の技術・科学，異文化に

焦点を当てたものなど，多岐にわたっています。

読んでいる高校生にどのようなメッセージを与え

られるかということを念頭に，教材の選択・執筆

を行っています。トピックが新鮮なものかどうか

ということも採用時・改訂時の大きなポイントの

１つになっています。英語としての自然さを最大

限に考慮しながら，現場の先生方が文構造を説明

する際に困らない（適切な日本語に置き換えられ

るなど）かどうかということを細かく吟味してい

ます。

また，Compass I では，

Compass I は，中学校既習の文

法項目を基礎的なものからすべ

d，Because，

Especially，Soの使用を避け，正式な英文ライ

ティングの基本を暗示的に示すという配慮もして

います。Compass II からは現代の英語使用の状

況にならって，緩やかに許容しています。

■右側ページについて

Answer it!は内容に関する簡単なQ&Aのタス

クです。パラグラフの要点などについて英語でた

ずねる問題で，本文から比較的容易に答えを見つ

けることができ，複雑な言語操作をしなくても英

語で答えられるようになっています。

Focus on it!ではターゲット文法を含む英文を

取り上げ，簡単な文法構造，説明などを日本語で

記しています。

う

になっています。太字フォントや色分けした網掛

復習できるよて

II tion I,Compass English Communica
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け，下線や矢印などによって，ポイントを明確に

示しています。全体的に，授業のなかで文法解説

にあまり多くの時間をかけないですむように，あ

えて必要最低限の記述にとどめています。

Check it!はターゲット文法の定着のためのド

リル演習です。発信に使えるようになってほしい

文法項目については，空所補充や語順整序のタス

クに，意味理解ができればよいと判断したものに

ついては，日本語で意味を考えるタスクに仕立て

てあります。あまり文法指導の負担がかからない

ように２題の設問にとどめています。

Use it!はターゲット文法や英文トピックに関

連する表現の使用練習のためのタスクです。言語

の使用場面や働きを簡単に示すために会話形式に

しています。生徒の英語力，活動時間などに応じ

て，Hint Boxの選択肢を使わせたり，独自に考

えた英語を使わせたりと難易度の負荷を調整する

ことが可能です。

■ポストリーディングの活動について

Reviewは，リスニングの正誤問題と，読んだ

内容を別の形式で整理させる information trans-

ferのタスクからなっています。

続く Practiceは本文で扱われている，重要な

文法・表現・語彙を振り返って学習するためのペ

ージです。Practice Aではイラストによって具

体的な場面を示すことで，contextとセットで文

法項目を復習できるようにしています。使う語を

示し，空所補充のタスクにすることで，生徒にと

っては答えやすく，また解答が多岐に渡り過ぎな

いようにしています。Practice Bは，日本語を

ヒントに空所を補充する形式によるイディオムの

復習で，原則的に本文（左側ページ）の脚注に立

項してあるものを扱っています。Practice Cは語

彙の問題ですが，同一品詞の語からなる選択肢か

ら文中の空所を補充したり，対になる２語から適

切な語を選んだり，文脈と語頭の文字から適切な

語を書かせたりする形式があります。いずれも，

生徒が無理なく自分の力で言語知識の復習ができ

るような工夫がされています。

Enjoy communicationはレッスンのトピック

やジャンルに関連するスピーキング／ライティン

グ活動です。表現のポイントやHint Box，例文

や枠組みを示すことで，無理なく活動できる工夫

をしています。より発展的な活動（Challenge）

も用意されています。また指導書には，教科書本

体にある活動や指導書収録の関連活動のための評

価ルーブリックを載せ，それらの活動をパフォー

マンステストとして使ったり，授業中の活動とし

て生徒たちに相互評価させたりすることができる

ようにしています。

■改訂版

した。この教科書が

の特徴

一番の改訂ポイントはボリュームダウンです。

10のレッスンのうち，Lesson１，２，３につい

ては従来の４パートから３パートに削減し，各パ

ートの英文についても再編集しています。Les-

son４以降も１パートの英文の分量を抑え，負担

を減らしています。それによって，Compass I

からのレベルアップの度合いがとても緩やかにな

りました。また，テキストを減らした分，写真や

図表などの拡大・追加・差し替えも可能になり，

より親しみやすく易しい印象になっています。

■おわりに

くり返しになりますが，この Compass English
 

Communicationの教科書は，親しみやすくメッ

セージがある題材，無理なくカバーしきれる分

量，先生方が説明に苦慮しない英語使用，柔軟に

活用できるタスクや活動，ということを主眼に，

現場目線で，教室現場で起こりうることを想定し

ながら作ってきま

ています。

（むらこ

より多くの

学校で，楽しみながら４技能を伸ばせる英語授業

のお役に立てることを願っ

文化アカデミア講

師

し りょうじ・神奈川県立国際言語

)

om C  ass II p
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Compassシリーズの教科書の魅力は，教科書

紙面に要素を盛り込みすぎないシンプルさです

が，そこにプラスして授業をふくらませたり，学

習の定着を確かなものにするための指導資料を充

実させています。改訂版ではさらなる充実を図

り，新しいアイテムもご用意しましたので，ポイ

ントをご紹介いたします。

＊

Compassの指導用教材は，「教授用指導資料」

セットと「指導用音声CD」を用意しています。

■「教授用指導資料」の内容

「教授用指導資料」セットには以下の５点のア

イテムが同梱されています。

①Teacher’s Manual

② Teacher’s Book

③情報資料集

④指導用CD-ROM

⑤指導用デジタル教材集DVD

①補充問題や例文を充実させ，パフォーマンステ

ストの実施例・評価例を提案：

Teacher’s Manual

ターゲットの文法や，新語・新フレーズを中心

に，生徒が本文を読む時に注意が必要な箇所をピ

ックアップして解説をし，新語・新フレーズにつ

いてはなるべくその語（句）を使った例文を『ジー

ニアス英和辞典 第５版』などから提示していま

す。改訂版から解説や例文をより充実させ，教科

書に＋αできる情報を盛り込みました。

新しく加えた要素としては，

・そのパートのテーマや文法事項に応じて，生徒

の関心を高める導入の工夫と留意点と，一例と

しての対話例を「オーラル・イントロダクショ

ン例」として提示しています。なお，その際に

使えるビジュアル素材は「指導用デジタル教材

集DVD」内にご用意しています（後述）。

・教科書掲載の図版について，キャプションに盛

り込めなかった情報も紹介しています。ビジュ

アルから教材に興味を引かれ，本文の理解につ

ながる授業を目指します。

・教科書掲載の内容理解問題（Answer it!）だけ

では足りない場合に補充していただく，また定

期考査などにも使っていただける内容理解T/

F問題を用意しました。データは「指導用CD-

ROM」に収録しています。

・ターゲット文法を使った補充例文を，主に『ジ

ーニアス英和辞典 第５版』から用意しまし

た。未習語や未習文法をなるべく避けた例文を

選ぶように心がけています。データは「指導用

CD-ROM」に収録しています。

・Enjoy Communicationで扱った言語活動を発

展させたパフォーマンステストの実施例を紹介

します。テストの手順および，評価ルーブリッ

クの例と評価における留意点を提示していま

す。定期考査でパフォーマンステストを行う際

のヒントとしてお役立てください。

・各レッスンの英文要約例（レッスン全体の要

英語教科書・教材で生徒の表現力を伸ばす
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約：約40語，パートごとの要約：約30語）を収録

していますが，その音声データを新たにご用意

しました（「指導用音声CD」に収録）。内容理解

の活動や，テストなどにご活用ください。

②補充問題・補充例文も新たに掲載：

Teacher’s Book

教科書と同サイズで，教科書紙面に日本語設問

の英訳や設問の解答，指導用音声CDのトラック

番号，リスニングスクリプトなどを記載し，本文

にはスラッシュを入れています。改訂版から新た

に，英文要約例，内容理解補充問題，ターゲット

文法の補充例文などを記載しています。

③そのまま配っても，アレンジしても：

【新】情報資料集

改訂版から新規にご用意しました。従来，

Teacher’s Manual内に掲載していた題材につい

ての背景知識や関連情報を，読みやすく別冊の形

にまとめて，さらに情報を充実させました。授業

の導入や，発展的学習，活動のための資料などに

お役立ていただけます。

教師用は各レッスン４ページで，教材の背景知

識や，関連する情報について詳しく説明していま

す。教科書未収録の図版を多数掲載し，さらなる

情報源として参考文献やウェブサイトも紹介して

います。生徒用は各レッスン見開き２ページで，

教師用ページに掲載した内容から特に生徒の学習

を深める情報を厳選してまとめました。教材の理

解を深め，かつ知的好奇心を満足させる楽しい読

み物として，そのままコピーして配付していただ

くこともできます。また，ワードデータを用意し

ていますので，先生がカスタマイズして使ってい

ただくことも可能です。

④小テストから定期考査，授業プリント作成まで

アレンジ自在なデータ満載：

指導用 CD-ROM

改訂版から，データのご提供はCD-ROM と

DVDの２枚組になりました。まず，「指導用CD-

ROM」には，教科書データや各種資料データと，

英単語・熟語自動問題作成ソフトを収録していま

す。

英単語・熟語自動問題作成ソフト>

各レッスンの新出単語・熟語を使った小テスト

が作成できるソフトです。シンプルな単語テスト

から，教科書本文や発展的な補充例文を使用した

設問も出題できます。既存レッスンを保存した

り，各クラスで同じ問題を出題しないなどの管理

も可能です。

教科書データ>

⑴ 教科書本文（text/Word）

⑵ 教科書本文PDF

⑶ 【新】教 科 書 新 語／フ レ ー ズ デ ー タ

（Excel）：英語／品詞／日本語訳の一覧表

⑷ 教科書本文英文要約例（Word）

⑸ 教科書本文訳例（text/Word）

⑹ 教科書本文原典（Word）

⑺ 教科書本文スラッシュリーディング

（Word）：英語・日本語対照，A4判

⑻ 教科書リスニングスクリプト（text/Word）

⑼ 教科書解答一覧（Word）

⑽ 【新】 教科書写真・図版データ集（JPG）：

教科書に掲載した写真・グラフ・地図などの図

版（教科書掲載以外の図版は「デジタル教材集
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DVD」に収録しています。）

資料データ>

⑴ 授業プリント集（Word）： 文番号・音読用

スラッシュ入りの教科書本文や各種補充問題，

本文の穴埋め問題，summary穴埋め問題等で

構成された，プリント用の素材集です。赤字解

答入り／なしを選べて，そのまま印刷して配付

していただく以外に，自由に先生がカスタマイ

ズしてお使いいただけます。

⑵ 評価問題集（Word）： 定期考査などでお使

いいただける問題例集です。１レッスン100点

満点／B5判２枚で構成されているので，その

ままコピーして配付していただけます。

⑶ 学習ノート（PDF／Word）： 別売の副教材

『学習ノート』データを収録。

⑷ 【新】 情報資料集（Word）： 『情報資料集』

の内容をレッスンごとに収録しています。必要

な情報を抜き出してプリントを作成したり，新

たな情報を加えて配付するなどのカスタマイズ

が可能です。紙面に掲載している画像について

は，「指導用デジタル教材集DVD」に収録し

ています。

⑸ 【新】TM 掲載補充問題・補充例文（Word）：

TM に掲載した内容理解問題と，ターゲット

文法を使った例文集を収録しました。

⑹ 【新】TM 掲載Oral Introduction 例

（Word）

⑤授業を活性化させるデジタルデータ：

【新】指導用デジタル教材集 DVD

改訂版から新たに加わったDVDには，以下の

４つのコンテンツを収録しています。

⑴ 提示用教科書紙面： レッスンごとに紙面

PDFが収録されています。パートごとに見開

きで提示できるので，電子黒板やプロジェクタ

ーに教科書紙面を映しだすことができます。

⑵ 新語フラッシュカード： 教科書の新語のフ

ラッシュカードで，めくる速度や手動／自動，

英日／日英の順番を変えたり，選択した語のみ

を提示するなどアレンジが可能です。

⑶ デジタル画像集： 教科書に掲載された図版

以外の，各レッスンに関連する写真や動画が収

録されています。授業の導入や活動にご利用い

ただけます。

⑷ スピードチェンジャー付音読用ビューア：

カラオケ機能付の音読用ソフトVSSが収録さ

れています。クリックした任意の場所からスタ

ートさせることができ，カラオケ表示以外にも

フェードイン（先読み防止）／フェードアウト

（読み戻り防止）などを選べたり，スラッシュリ

ーディングに切り替えたりできます。

■指導用音声 CD

収録内容は以下のとおりです：

・新出単語（２回読み）

・本文（ナチュラルスピード，スラッシュリーディ

ング，スロースピードの３パターン）

・内容理解問題Answer it!

・ポストリーディングのリスニング問題

・【新】英文要約：TM 掲載の summary音源を

新たに収録しました。

Compassシリーズの副教材には『学習ノート』

英語教科書・教材で生徒の表現力を伸ばす
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と「生徒用音声CD」があります。

■『学習ノート』

改訂版から教科書と同じ各パート見開き２ペー

ジ構成になり，予習用・授業ノートとしてより使

いやすくなりました。また，レッスン末にはまと

めの練習問題を２ページ設け，復習もしっかりで

きるつくりになっています。

●教科書の理解をサポート：各パートのページ

各パートのページは，教科書と同様に，左ペー

ジに本文を，右ページに内容理解問題や文法解説

を配置しています。それぞれの要素をご紹介いた

します。

１．本文： 教科書本文に，文の番号とスラッシ

ュリーディングの区切りを入れました。区切り

ごとに意味を取りながら音読したり，また，広

めの行間に注意事項や訳などを書き込むことが

できるようになっています。

２．単語・熟語： 文中で使われている品詞を添

え，辞書を調べるときの手がかりとしました。

３．文法・英文： そのパートのターゲット文法

や，注意すべき構文，既習の文法の再確認な

ど，本文を読む際の確認点や注意点をピックア

ップして解説し，確認問題を用意しました。

４．内容確認①： 教科書の右ページ掲載の

Answer it!を穴埋め形式にし，授業で英問英

答できるよう補助します。

５．内容確認②： 本文の日本語要約を穴埋めす

ることで，本文の内容をきちんと理解できてい

るかを確認します。

●学習項目の理解を定着させる：

Exercise のページ

各レッスン末のExerciseでは，そのレッスン

で学習した単語・熟語・文法事項を別のアプロー

チから再確認するとともに，本文の内容理解を

T/F問題や英文要約の穴埋めの形で深めます。

１．単語： 簡単な英語で書かれた語釈にあては

まる単語を選択する設問です。英英辞典のスタ

イルになじむ第一歩にもなります。

２．発音： アクセント問題や音素の相違問題

で，入試や資格試験の問題形式に少しずつ慣れ

ることができます。

３．文法： そのレッスンで学んだ文法の定着を

確認する選択・並べ替え問題です。文脈の中で

解答できるよう，設問同士につながりを持たせ

たり，対話形式にするなどの工夫をしました。

４．表現： 新出フレーズを使った簡単な英作文

問題で，書く力を育成します。

５．内容確認①： 教科書掲載のT/F問題とは

異なる５問で内容理解をさらに確認します。

６．内容確認②： キーワードを空所に埋めて英

語の要約文を完成させる問題です。前半レッス

ンでは選択肢を与えるなど，段階的に慣れるよ

うに配慮しました。

また，解答・解説集では，解く際のポイント解

説や既習項目への注意喚起などをていねいに行

い，生徒のスパイラルな学習が可能となるよう内

容を充実させました。

■生徒用音声 CD

●音読・リスニングに役立つ

生徒用音声CDには教科書本文をナチュラルス

ピードとスロースピードで収録しました。さら

に，新出単語もパートごとに収めたので，１語ず

つ発音を確認し，音読に役立てられるようになり

ました。
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■「英語表現」の授業を見て

現行の学習指導要領のもとで，高校生の４つの

技能を統合的に伸ばす指導が本格的に始動して４

年が経過しました。この間の 英語表現」の授業は

どのように変わったのでしょうか。

研究指定校など授業改革に取り組む高等学校で

は，「コミュニケーションを支えるための文法」

という意識がかなり浸透してきており，文法の持

つ機能を生かした言語活動が行われています。

しかし，「英語表現」における文法や活動には

次のような課題があるように思います。

⑴ inputの方法や「総合参考書」の活用法

⑵ formの定着のための訓練の在り方

⑶ 知的好奇心を育てる文法中心の活動の方法

⑷ 書く活動と話す活動のつなげ方

■表現力を伸ばす

英語の表現力をつけるために文法の知識が重要

であることは言うまでもありませんが，文法の知

識だけで表現力が伸びることはありません。

speakingには言いたい情報を何とか伝えるため

の方略や，表現の機能や使用場面およびappro-

priatenessを理解して，適切に使用できる力が必

要です。一方，書く表現力には，話す場合以上に

文構造の正確性とともに，文章構成に関わる

paragraph writingの技術を欠かすことはできま

せん。また文法の知識を定着させ使えるようにす

るには，理解させた後ですぐに活動に移っても効

果は少なく，またその活動も自分の体験等を話す

程度の知的な刺激の少ないものでは，確実な表現

力につながりません。知識を表現力に転化させる

ためには，表現に使える文法事項を精選して習得

させ，inputの後には formを定着せるための適

切なドリルを行い，生徒が表現したくなるような

information gapの豊かなテーマで話させたり書

かせたりするという手順を踏まなくてはなりませ

ん。さらに，書いた後には話す，話した後には書

くという２技能を使った活動を取り入れ，相互の

影響による気づきを促すことで表現力が強化され

ていきます。

inputではできるだけ一方的に解説する時間を

少なくして生徒の主体的学習を促し，ドリルは単

調になることを極力避けるため，文脈のあるもの

や興味深い内容のある文例で行いたいものです。

また，文法を意識的に使うPlanned Focus on
 

Formの言語活動は，テーマが平易なものになり

がちですが，高校生の知的好奇心に訴えかけるテ

ーマで表現させたいものです。

■『Departure英語表現』の文法の扱い

改訂版『Departure 英語表現 I』（以下DIと表

記）では，表現の幅を広げることができるよう，

初版の文法項目を増やし，１レッスンの例文を最

大10文としました。授業における文法解説をでき

るだけ省力化するために，使い方や機能・ニュア

ンスの注記をつけていますが，限られた時間の中

ですべてを詳しく説明することには限界があると

思われます。そこで，初版からの基本方針である

「使えるための文法理解」を促進するために，学

習者の主体的な学習を促すことが肝要です。その

英語教科書・教材で生徒の表現力を伸ばす

16

憲史
ばすって確かな表

山岡
力をを使 現 伸

キ：20
↓

ア

キ：80Ｑ(20㎜)

Ｑ

ア

↑

80Ｑ

, I t re  I ng u  I par  xpre E  io lish E e  n D  ss  R  d evise

特 集



必要に応えるべく，今秋刊行される『ジーニアス

総合英語』の併用をご検討ください。この参考書

は，語法や表現の持つ機能や話者の心情の解説に

定評がある『ジーニアス英和辞典（第５版）』と

の緊密な連携を図り，DIが扱う文法事項理解を

全面的にサポートするべく，学習者にわかりやす

い解説を心がけて丁寧に編集されています。従来

の「総合参考書」が記述している文法形式と意味

だけでなく，その機能や発話の意図やニュアンス

にまで理解を深められる次世代の参考書としてお

役に立てることと確信しています。

改訂版『Departure英語表現 II』（以下DIIと表

記）では，DIで扱った文法事項を表現の観点か

ら整理し（Part1），機能別に再度復習します

（Part2）。ここでも，『ジーニアス総合英語』で

学習した基礎力が大いに役立ち，さまざまな表現

様式を使う観点で学ぶことができることでしょ

う。

■『Departure英語表現』の文法演習

前述のとおり，文法を理解した後は演習によっ

て習熟することが求められます。DI，D IIとも，

語句整序，和文英訳など従来の形式の演習問題の

ほか，DIでは新たに，文章の中で文脈から文法

の働きを理解させる空所補充問題と，grammar-

ingの手法を使った英文完成を導入しました。こ

れらは，形式に慣れさせるとともに，文法を活用

して英文理解や表現につなげるための演習です。

問題の例文の内容はDI，DIIともそのレッスン

のテーマに即しています。レッスンが進むにつれ

て高度な内容の文が増えますが，後の表現活動へ

の助走であるとともに，テーマに即した語彙や表

現を学習させるという意図が込められています。

また，文法の演習を充実させるために，付属教

材として『グラマーノート』を完備しています。

生徒の理解度に応じて，「ベーシック」と「スタン

ダード」があり，文法解説も加えていますので，

家庭学習用として活用していただけるでしょう。

■『Departure英語表現』の listening と read
 

ing

-

DI，DIIにはともに，writing活動の前に lis-

teningと readingのタスクを用意しています。

この活動が意図することは，文法事項が実際の対

話や文章の中でどのように使われているかを理解

させることと，writing活動に内容的，形式的に

参考となるような例を示すこと，そして，聞く力

と読む力を鍛えるためです。「コミュニケーショ

ン英語」で言語活動が増えたことの課題として，

読解量が不足しがちであるという悩みをよく聞き

ますが，それを補充するためにも，また，生徒の

批判的思考力を鍛えて表現への意欲につなげるた

めにも，テーマに焦点を当てたこれらの受容的活

動は非常に意義があると思われます。

■『Departure英語表現』のwriting
 

DI，DIIの最大の特徴として多くの先生方から

高い評価を得ているのがwritingのタスクです。

writingは，前述のごとく文法知識の正しい援用

とともに，書くべき内容を整理し論理的に構成を

考え，cohesionや coherencyに配慮して完成し

なくてはなりません。従って，論理的なわかりや

すい文章を書けるようにするには「～について

100語程度の英文を書きなさい」という指示を与

えてたくさん書かせるような指導ではなく，手順

を追って徐々に書き方を習得させる指導が大切で

す。

このような考え方のもと，DⅠ，DIIでは丁寧

にprocess writingの手ほどきをしています。ま

ずDⅠでは，質問に答えたり文や表を完成した

りして書くべき内容を引き出し，model para-

graphを参考に１ paragraphを完成できるよう

に導いています。語数も最初は50語程度から始

め，最終的には100語の paragraphを書けるよう

に手順を踏みます。DIIでは文章の中に自分のア

イデアを埋め込む形でDIの復習をし（Part1），

reading素材のKeynote Passageの文章構造を
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Outliningで分析した後，テーマに基づいたキー

ワードを参考に，Keynote Passageと同じ構成

で１paragraphを完成させます（Part2）。さら

に，Part3では，アイデアのマッピングを行って

topic sentenceを決め，それに supporting sen-

tencesを加えて根拠や具体例で肉付けをし，con-

cluding sentenceへとつなぐ一連の手順を段階ご

とに詳述し，複数のparagraphが書けるように

指導しています。このように，負荷の低いタスク

から高度なessay writingまで順序を追って書く

訓練を重ねることによって，生徒の英語を書くこ

とへの慣れと自信を育て，いい書き手を育てる工

夫を凝らしているのです。DI，DIIを使った

writing指導で，GTEC for Studentsや英検，模

擬試験のwritingの成績が上昇しているという事

例も多く寄せられています。

writingの指導は手間や労力が要るため，未だ

に敬遠されがちですが，「英語力の要は書く力」

という信念を形にしたDI，DIIの process writ-

ingで，生徒の表現力を伸ばしていただければと

思います。「教科書通りに授業すれば，わざわざ

言語活動を考える必要はない」―このような感想

もよく聞きます。プロセスを重視した指導は，教

えやすさにもつながり，添削や評価の負担を軽減

するという大きなメリットもあります。

■『Departure英語表現』の speaking

『Departure英語表現』では即興で話すこと

と，書いた文章をもとに話すことの両面に力を入

れています。DIと DIIの Part1・ 2では最初の

Warm-upでテーマに関連した質問に答えて即興

で話すことでコミュニケーションの瞬発力，flu-

encyを伸ばすことをねらいとしています。DIで

は文法演習の後に，学んだ文法を使って話す練習

を用意し，DIIの Part4では，読解材料をもとに

考えを話す活動も盛り込んでいます。

一方，書いたものをもとに話す練習はDI・DII

ともwriting活動の後に置き，まとまった内容を

論理的に話す力をつけるように配慮しています。

さ ら に DIIで は，presentation，speech，

debate，discussionに46ページを割き，原稿作成

や意見構築の段階から発表・議論に至るまで懇切

丁寧に指南しています。まさに，次期指導要領の

方向性にマッチした次世代の英語力養成をめざす

内容となっています。

■大学入試，次期学習指導要領を見据えて

改訂版DI，DIIの大きな特徴を述べましたが，

その他に，大学入試対応にも入念に配慮しまし

た。前述のとおり，「読んで書く」という観点を

重視していることに加え，DIIのWays to
 

Express Itで取り上げた日本語の言い換えによる

英作文演習を用意して，和文英訳対策に資してい

ます。さらに入試に頻出する学術的語彙も多く取

り入れています。さらにDIIの教師用指導書に

は，大学入試自由作文の指導実例をテーマごとに

詳述しています。

次期学習指導要領では，speakingを Speaking
 

for Interaction（SI），Speaking for Presenta-

tion（SP）に分け，５技能（領域）の育成を目指

す方向性が打ち出されると言われています。ま

た，主体的・対話的で深い学びを重視し，

debateや presentationなどのアクティブ・ラー

ニング型の授業展開を求められるでしょう。近い

将来に予想される４技能型入学試験に向けて，確

かな speaking力，writing力を身に付けさせる

授業への転換も急務です。DI，DIIを活用し，社

会，科学，歴史，グローバルなテーマで意見を表

明したり深く考えたりすることによって，「思考

力」「判断力」「表現力」を養ってほしいもので

す。『Departure英語表現』を効果的に活用して

いただき，意欲ある先生方の指導のもと，教科横

断的で知的刺激にあふれ，生徒が躍動する授業が

展開されることを願っています。

（やまおか けんじ・立命館大学教授)

英語教科書・教材で生徒の表現力を伸ばす
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■文法力・ライティング力をアップする副教材

Departure I Revisedでは２つの『グラマーノ

ート』を用意しました。どちらも文法解説をした

上で練習問題を解く構成になっています。１つは

「ベーシック」。中学の復習ができる基礎編と教科

書の文法事項を定着できる発展編の２部構成。も

う１つの「スタンダード」は教科書の文法事項の

定着を図った上で発展的な事項まで学習できま

す。また，今秋から『ジーニアス総合英語』とそ

の準拠テキスト，ワークブックをご用意すること

となりました。ご好評をいただいている『ジーニ

アス英和辞典 第５版』の例文と解説を多く取り

入れ，信頼できる総合英語となっております。

（くわしくは，p.20の記事をご覧ください。）

また，Departure II Revisedでは好評の『ライ

ティング・サポート・ノート』を引き続きご用意

いたします。教科書のPart 1と Part 2に対応し

たワークブックです。Part 1で文法を扱います

が，表現Ⅰの切り口とは異なり，単文の組み立て

に focusしています。つまり，［表現したい内容

のイメージ→適切な語彙と文構造の選択→書く・

話す］という表現プロセスを各課で学習します。

Part 2の最終目標は，文章構成に留意して，内

容的にまとまりのある１パラグラフを書くことが

できるようになることです。『ライティング・サ

ポート・ノート』もそれに合わせる形で構成され

ています。

■豊富な解答例でご指導をサポートします

教授用指導資料類も改訂版に合わせて充実させ

ました。Departure I RevisedのTeacher’s Manu-

alは文法解説を充実させ，例文や解説に『ジー

ニアス英和辞典』や『ジーニアス総合英語』の要

素を多く取り入れました。また，Write a Para-

graphの50語～100語程度の英作文解答例を大幅

に増やしました。Departure II  Revisedの

Teacher’s Manualも現在好評をいただいている

エッセイ･ライティング指導例や生徒の英文エラ

ーリストを，引き続き掲載いたしますのでご活用

ください。

また，Teacher’s Book（朱書き教科書）や指導

用音声CDなど，従来の指導用資料を改訂版に合

わせて改訂したものをご用意いたします。

I，II とも指導用CD-ROM に従来の自動ディ

クテーション問題作成ソフトを収録。他に I に

ついては指導用デジタル教材集DVDを新たに用

意しました。現行版パワーポイント教材集をさら

に使いやすく改訂したもの，英語表現フラッシュ

カード，スピードチェンジャー付音読用ビューア

をご用意し，さまざまな英語表現活動をサポート

いたします。パワーポイント教材集は先生方に教

室のご事情に合わせて編集いただける形となって

おります。英語表現フラッシュカードは英語での

発話や作文など表現活動を行う際に，各課のテー

マに合わせて活用されることの多いフレーズをフ

ラッシュカード形式で練習できるものです。また

音読用ビューアは教科書のまとまった英文をカラ

オケ方式で音読練習できるもので，頭出しやスピ

ードの変化を自在に行うことができます。

先生方のご授業でぜひご活用ください。
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私は『ジーニアス総合英語』の編集主幹の１人

として全体を校閲する一方で，コラムの執筆にも

携わった。本文だけでなくコラムも充実させるた

め，英語学習の中級者であれば文法事項をさらに

深く学ぶのに役立ち，初級者であれば英語に興味

を持つきっかけとなるようなコラム作りを目指し

た。時にやや高度な内容も含むが，高校生にもわ

かるような説明を心がけた。生徒だけでなく教師

にも何らかの「発見」があるものと自負している。

コラムには「Question Box」をはじめ，「比べ

よう」，「英語の発想」，「ライティングのコツ」な

どの種類があり，項目数は100を数える。どれも

「コミュニケーション（のための英文法）」という

観点からの執筆を試みた。

本稿では，このコラムの内容の具体例を紙幅の

許す限り紹介する。どのように説明しているかは

５月に刊行予定の見本をご覧いただきたい。

■［英語の発想］ pleaseと「～してください」（第

１章 文の種類）

pleaseは相手がその行動をすることで話し手

が利益を受ける場合に使うのが基本。

Please bring me a cup of coffee.

コーヒーを持ってきてください。

しかし，話し手でなく聞き手の利益になる場合

でも，話し手が心をこめて相手に行動を促す時に

は，pleaseを文頭で使える。

Please make yourself at home.

どうぞお楽にしてください。

話し手の利益にならず，話し手が心を込めて行

動を促すのでもない，指示や忠告を表す命令文に

はpleaseをつけない。この点が日本語の「～し

てください」と違うので，注意が必要である。

×Please go straight and turn left at that
 

corner.

×Please take an aspirin for your headache.

■［Question Box］Q「タイガースは明日の試

合に勝つにちがいない。」を英語で言うと The
 

Tigers must win tomorrow’s game.になりますか。

（第５章 助動詞）

「推量」を表すmustは be動詞などの状態動

詞とともに使うのが基本で，動作動詞とともに使

うとふつう「～しなければならない」という意味

になる。したがって，Ｑの英文は「タイガースは

明日の試合に勝たなければならない。」と取られ

るのがふつう。

Ｑの日本文を英語で表すにはbe sure toや be
 

bound toを使うのが一般的である。動作動詞を

使って未来のことについて「～にちがいない」を

どう表すかは意外な盲点かもしれない。

The Tigers are sure［bound］to win tomor-

row’s game.

■［Question Box］Q分詞構文はいろいろな意

味で使えるので便利なように思います。英作文で使

っても大丈夫ですか。（第９章 分詞）

分詞構文は主に書き言葉で用いられ，その意味

は文脈で決まる。したがって，論理性を求められ

る文章ではあまり好まれず，あいまいさを残した

英語教科書・教材で生徒の表現力を伸ばす
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まま判断を読者に任せる小説で多く見られる。こ

のようなことから，英語学習者が英作文で分詞構

文を使うのは適切とは言えない。基本的に接続詞

を使って意味をはっきりさせるように心がけた

い。ただし，「付帯状況」（「…しながら」「…し

て」）に関しては適切な接続詞がなく，分詞構文

を使ってもかまわない。

ちなみに，小説では分詞構文は，「付帯状況」

の意味で文末で使われることが圧倒的に多い。

■［Question Box］Q We could have talked
 

all night.という文を見ました。if節もそれに代わる

表現もありませんが，could have talkedは仮定法で

すか。（第12章 仮定法）

Ｑの英文は仮定法過去完了の例である。この文

は，「（そうしようと思えば）一晩中でも話をして

いられただろう。」という意味で，「そうしようと

思えば」の部分が隠れた仮定の内容になってい

る。それくらい話がはずんだということで，実際

にはそうしなかったことを表している。こういう

例は数多く見られる。

cf.I could have been a good wife to Woody,

but no one even gave me a chance.To them
 

I was still a waitress.（私はウディのいい奥さん

になることができたのに誰もその機会さえくれな

かったわ。彼らにとっては私は所詮ウエイトレス

だったのよ） S. Sheldon, Morning, Noon
 

and Night

■［比べよう ］①My room is

くout ofを使

than a
 

closet./②My room is

言う方がふつう。

次

than this
 

room.（第10章 比較）

①のnoは biggerという語を否定し，「広いど

ころか狭い」という意味で，than a closetによ

って部屋がどれほど狭いかを強調している。意味

は「私の部屋は狭くて押し入れくらいしかない。」

（＝My room is as small as a closet.）となる。

このように，「no＋比較級」は多くの場合，

「as＋反意語の原級」で書き換えられる。

一方，②のnotは文全体を否定し，「私の部屋

がこの部屋よりも広いということはない。」とい

う意味で，ふつう誰かがYour room is bigger
 

than this room. と言ったことに対する反論とし

て使う。

■［ライティングのコツ］上手に使いたいwhat（第

11章 関係詞）

①そこが野球の一番の魅力です。

②私の言い分も聞いてほしい。

上のような日本語を英語で表現する時は，「野

球の一番の魅力」を「私が野球について一番好き

なこと」，「私の言い分」を「私の言いたいこと」

と読み替えることによって，それぞれ以下のよう

に表現できる。

①That’s what I like best about baseball.

② I want you to hear what I want［have］to
 

say.

■［Question Box］Q「彼がその部屋から出て

きた」という意味でHe came from the room.と言

ったらネイティブの先生からちょっと変だと言われ

ました。「～から」は fromではないのですか？（第

19章 前置詞）

fromは出発点・（移動の）起点を表す前置詞

で，例えば，He came from the countryside.

（彼は田舎からやって来た。）のように言うことがで

きる。しかし，部屋のような空間から「出てく

る」という中から外への動きを表す場合は，

fromではな

erything

ってHe came out of
 

the room.と

ンドバッグにある物

の文では fromも out ofも可能だが，out of

ではハンドバッグの「中から外へ」という動きが

強調される。

Take ev

かしの けんじ・大

from［out of］your purse.

ハ 出しな

阪樟蔭女子大

を全部

教授)

さい。

（ 名誉学

no  ger big
 

not  bigger
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【Genius English Communication】

学習ノート
B5判・112頁＋別冊解答32頁
本体620円

教授用指導資料（３分冊＋CD-ROM ２枚）
Teacher’s Manual, Teacher’s Book（分売可：本体5,000
円），情報資料・活動ワークシート集，指導用CD-ROM，
授業用パワーポイントスライド集
本体30,000円

ワークブック・アドバンスト
B5判・88頁＋音声CD＋別冊解答40頁
本体700円

指導用音声CD（７枚組＋スクリプトブック）
内容：Lesson本文（ナチュラルスピード，スラッシュリ
ーディング），新語，サマリー例，Read On!本文，ほか
本体15,000円

［コⅠ 338］

生徒用音声CD（２枚組）
内容：Lesson本文ナチュラルスピー
ド，Lesson新出単語／本体1,000円

CoNETS 版 指導者用デジタル教科書
（Windows デスクトップ版，DVD-ROM １枚）
本体50,000円

学習ノート
B5判・112頁＋別冊解答32頁［予定］
本体予価620円

教授用指導資料（３分冊＋CD-ROM ２枚［予定］）
Teacher’s Manual, Teacher’s Book（分売可），情報資
料・活動ワークシート集，指導用CD-ROM，授業用パワ
ーポイントスライド集

ワークブック・アドバンスト
B5判・88頁＋音声CD＋別冊解答40頁
［予定］
本体予価700円

指導用音声CD（７枚組＋スクリプトブック［予定］）
内容［予定］：Lesson本文（ナチュラルスピード，スラッ
シュリーディング），新語，サマリー例，Read On!本文，
ほか

［コⅡ 336］

生徒用音声CD（２枚組［予定］）
内容［予定］：Lesson本文ナチュラル
スピード，Lesson新出単語
本体予価1,000円

CoNETS 版 指導者用デジタル教科書
（Windows デスクトップ版，DVD -ROM １枚［予
定］）

ワークブック
B5判・96頁＋別冊解答24頁
本体680円

教授用指導資料（２分冊＋CD-ROM）
Teacher’s Manual，Teacher’s Book（分売可：本体3,000
円），指導用CD-ROM／本体18,000円

［コⅢ 310］

生徒用音声CD（２枚組）
内容：Lesson本文ナチュラルスピー
ド，Read On!本文
本体1,140円

指導用音声CD（７枚組＋スクリプトブック）
内容：Lesson本文（ナチュラルスピード，スラッシュリ
ーディング），新語，Read On!本文，ほか
本体18,000円

【Compass English Communication】

学習ノート
B5判・112頁＋別冊解答32頁
本体700円

教授用指導資料（３分冊＋CD-ROM／DVD）
Teacher’s Manual，Teacher’s Book（分売可：本体5,000
円），情報資料集，指導用CD-ROM，指導用デジタル教材
集DVD
本体30,000円

［コⅠ 337］

生徒用音声CD（２枚組）
本体1,000円

指導用音声CD（５枚組＋スクリプトブック）
内容：本文（ナチュラル／スロー，スラッシュリーディン
グ），新語，リスニング問題，英文サマリー／本体15,000円

学習ノート
B5判・112頁＋別冊解答32頁［予定］
本体予価700円

教授用指導資料（３分冊＋CD-ROM／DVD［予定］）
Teacher’s Manual，Teacher’s Book（分売可），情報資料
集，指導用CD-ROM，指導用デジタル教材集DVD

［コⅡ 335］

生徒用音声CD（２枚組［予定］）
本体予価1,000円

指導用音声CD（７枚組＋スクリプトブック［予定］）
内容［予定］：本文（ナチュラル／スロー，スラッシュリ
ーディング），新語，リスニング問題，英文サマリー

学習ノート
B5判・72頁＋音声CD２枚＋別冊解答
28頁╱本体780円

教授用指導資料（２分冊＋CD-ROM）
Teacher’s Manual，Teacher’s Book（分売可：本体3,000
円），指導用CD-ROM／本体17,000円

［コⅢ 309］

指導用音声CD（６枚組＋スクリプトブック）
内容：本文（ナチュラルスピード，スロースピード，スラ
ッシュリーディング），新語，リスニング問題，ほか
本体17,000円
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【Departure English Expression】

［英Ⅰ 327］

グラマーノート・スタンダード
B5判・84頁＋別冊解答56頁
本体620円

グラマーノート・ベーシック
B5判・80頁＋別冊解答48頁
本体620円

生徒用音声CD（１枚）
本体予価1,000円

教授用指導資料（３分冊＋CD-ROM＋DVD）
Teacher’s Manual，Teacher’s Book（分売可：本体5,000
円），教科書ワークシート，指導用CD-ROM，授業用デジ
タル教材集DVD

指導用音声CD（６枚組＋スクリプトブック）
内容：本文（ナチュラルスピード，スロースピード），リ
スニング・スクリプト，評価問題集，ほか

ライティング・サポート・ノート
B5判・104頁＋別冊解答72頁
本体予価570円

教授用指導資料（３分冊＋CD-ROM）
Teacher’s Manual，Teacher’s Book（分売可），教科書活
動用シート，指導用CD-ROM

［英Ⅱ 321］

生徒用音声CD（１枚）
本体予価1,000円

指導用音声CD（６枚組＋スクリプトブック）
内容：本文（ナチュラルスピード，スロースピード），リ
スニング・スクリプト，評価問題集，ほか

＊Ⅱの仕様・価格は予定です。

★新登場 『ジーニアス総合英語』

大修館書店から新しく『ジーニアス総合英語』が誕生します。『ジーニアス英和辞典 第５版』，

Departure English Expressionシリーズと連携させれば，さらに充実した英語学習が可能です。内

容についてのご紹介は，20ページをご覧ください。

＊他に自動問題作成ソフト・音声などもご用意いたします。
＊頁数は予定です。

著者紹介

◎編集主幹 中邑光男（関西大学教授・『ジーニアス英和辞典』編集委員），山岡憲史（立命館大学教授・

Departure English Expression編集委員代表），柏野健次（大阪樟蔭女子大学名誉教授・『ジーニアス英和辞

典』編集委員［語法］）

◎編集委員 加藤治之（京都府立嵯峨野高等学校教諭・Departure English Expression編集委員）／富永

幸（滋賀県立膳所高等学校教諭・『ジーニアス英和辞典』執筆者）／𠮷田健三（神戸大学アドミッションセン

ター特命准教授・Departure English Expression編集委員）／福崎伍郎（代々木ゼミナール講師）／北野マ

グダ・レーナ（文教大学専任講師）／ほか１名

◎英文校閲 Lance Eccles（『ジーニアス英和辞典』英文校閲者）
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「英語で授業」のWhy & how

がわかる

教育政策は，時としてキーワー

ドだけが先行流布し，思いがけな

い解釈を生み，あらぬ方向に進ん

でしまうことがある。本書の取り

上げる「授業は英語ですることを

基本とする」についても，これほ

ど明確で誤解のないものであって

も，その意義や方法（Why &

How）を考え，実践し，省察を教

員間で繰り返していかなければ，

教員も生徒も日々戸惑い苦しむ結

果になってしまう。本書は，教員

養成，語彙習得，評価論，指導法

や教材論など多面的な専門分野を

背景に持つ英語教育研究者が，キ

ーワード「英語で授業」を，その

意義や具体的な方法について丁寧

に解きほぐす待望の書である。

第一部 「英語で授業」の考え

方 では，読者のWhy?にこた

える。認知主義的な第二言語習得

モデルを基礎としつつ，理論に終

始せず，より具体的な指導技術と

授業展開にまで解きほぐされてい

る。第二部 「英語で授業」の構

成要素 では，第一部で示された

「英語で授業」の授業展開に沿っ

て授業実践事例が提案されてい

る。ウォームアップ，新教材提

示・説明・練習，コミュニケーシ

ョン活動，発展活動及び評価ま

気鋭の S LA 研究者による，

最新の第二言語習得論入門書

2012年に大修館書店から『英語

教師のための第二言語習得論入

門』という第二言語習得の概説書

を出版させていただいた。その本

を書いたきっかけは，2008年に出

した岩波新書の『外国語学習の科

学―第二言語習得論とは何か』

が，一番読んでほしいと思ってい

た英語の先生方にあまり読まれて

いないという話を聞いたことであ

る。実際，第二言語習得（Second
 

Language Acquisition＝SLA）と

いう研究分野について，何も知ら

ずに英語を教えている英語教師は

多いし，ある程度知っていても，

SLAは second languageだから，

日本のような外国語（foreign lan-

guage）環境では関係ない，など

と間違った認識を持っている人も

いるようだ。

2016年に発行された本書は，

SLAの初期から最新の研究まで

網羅しており，拙著を読んでいた

だいた方にも，そうでない方にも

おすすめできる。

本書は以下の10章から成る：第

１章 第二言語習得研究とはなに

か，第２章 なぜ人は言葉を習得

するのか，第３章 母語と第二言

語はどのように影響を与え合うの

か，第４章 第二言語習得はどの

英語で教える英語の
授業
その進め方・考え方

望月正道・相澤一美・笠原 究・

林 幸伸 著

A5判・202頁

本体1,800円＋税

［評者］

今井裕之

で，それぞれについて教員と生徒

の発話事例，イラスト，ワークシ

ートなどを示して授業場面が描写

されるので，具体的でイメージし

やすく，授業を疑似体験している

ようで面白い。新教材提示では，

フォーム（文法）指導とコンテン

ト中心の指導の両方が取り上げら

れていて手厚い。コミュニケーシ

ョン活動でも，インフォメーショ

ンギャップだけでなくオピニオン

ギャップ活動が取り上げられてい

て充実している。第三部 ４技能

別の「英語で授業を行う」ポイン

ト では切り口が技能別に変わ

る。各技能の認知プロセスモデ

ル，指導上重要なポイント，指導

案事例の順に提示される。各技能

での指導手順やその際の語彙の取

り扱い方などが，理論的にも具体

的にも（生徒の学習方略や典型的な

エラー事例など）丁寧に解かれて

いて，固い理論が順を追ってほぐ

れていく。技能別ではないが，中

学校の指導事例も掲載されてい

る。第四部 授業を振り返る視点

は，授業外での教員の取り組み

（授業省察，トレーニング，生徒の

家庭学習支援）について，簡潔な

がら具体的に何をすべきかがまと

められている。

「英語で授業」について賛否は

あるが，本書は賛否の議論を超え

て，英語授業改善を目指す教員す

べてに有益である。「英語で授業」

に否定的な読者も，第三部を読み

終わる頃にはおそらく「明日の授

業でこれ試してみよう」と授業改

善を目指す人になっていると思

う。現職教員だけでなく，教員養

成課程で学ぶ学生，教員養成に携

わる研究者にも是非薦めたい「タ

イトル以上の本」である。

(いまい ひろゆき・関西大学教授)

はじめての第二言語
習得論講義
英語学習への複眼的アプローチ

馬場今日子・新多 了 著

A5判・218頁

本体1,900円＋税

［評者］

白井恭弘
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ように始まったのか，第５章 第

二言語学習についての２つの見

方，第６章 第二言語習得研究と

外国語教育，第７章 どのような

人が第二言語学習に向いているの

か，第８章 どうすればやる気を

持ち続けることができるのか，第

９章 英語学習は早く始めるべき

か，第10章 第二言語習得の新し

い考え方。

各章では，それぞれ２つの考え

方を対置し，それらを元に読者が

自らの考えを深められるようにな

っている。たとえば，第２章では

チョムスキーとトマセロの言語習

得理論が比較対照されている。

また，本書の10章で取り上げて

いる複雑系理論は，最近のSLA

研究で注目を浴びている考え方で

あり，教室における学習者の習得

過程を理解するうえでも非常に有

効である。

また，本書では，「具体的な例

を挙げる」ことを標榜している

が，これは非常に重要なことで，

いくら難しい理論を学んでもそれ

が日常の学習者の活動と結びつか

なければ，教育実践の向上に役に

立つ可能性は低いであろう。その

意味で，本書を読み進めることに

より，理論と実践をつなげるとい

う習慣が身につく。

著者は気鋭の第二言語習得研究

者で，それぞれイギリス，カナダ

の名門大学で博士号を取得，一流

海 外 ジ ャ ー ナ ル（Language
 

Learning,Language Testing）など

に論文を発表している。本書は信

頼できる１冊といえよう。ぜひ一

読をおすすめしたい。

(しらい やすひろ・ケースウエスタン

リザーブ大学教授)

ハイパーガイドブックにもなる

研究書

これまでも，パブ，愛犬，釣り

などを通して英国のイングリッシ

ュネス解明に迫ってきた著者が，

次に選んだトピックが庭だ。

英国庭園については，私には従

来いくつか謎があった。たとえ

ば，イングランド北部のマナーハ

ウス，ハワード城は，主ホールの

美しさに加えて，大陸風の大庭園

そのものも壮麗で何度行っても飽

きない。その点，本書の口絵にも

なっているチャッツワースでは，

階段状の人工滝を持つ小高い裏庭

に座って前方を見ると，おそろし

く広大で牧歌的な風景が広がり，

あたかも自分が風景画の一部にな

ったように感じられる。明らかに

風景の見せ方が違うのだ。ならば

と，英国庭園愛好者のメッカとも

言えるヒドコートマナーガーデン

にも行ってみたが，今度は草木の

配置があまりに「自然流」で，貧

相に見えてしまうのだった。「す

いませんが，この庭のどこがすば

らしいのでしょうか」と横にいた

老夫婦に丁寧に聞いたつもりだっ

たが，むっと呆れられたのを思い

出す。

本書を読み進めると，こうした

状況の背景がパズルを解くように

見えてくる。その語りは歴史的な

概観を基軸としており，本来岩だ

らけの島だった英国に海外から植

物が持ち込まれ始める16世紀以

前，王侯貴族がヨーロッパの影響

で大庭園を造り始める16～17世

紀，英国独自の庭園意識が芽生え

る18世紀，風景庭園の反発も出始

める19世紀，そして新しい「イン

グリッシュ・ガーデン」が胎動す

る19世紀末～20世紀，平和な花作

りが始まる1920年以降という構成

となっている。

これによって，「英国民＝ガー

デニング好き」といった単純な構

図の背景には，実は政治的・経済

的な策略や権力誇示が大きく影響

していることを知らされる。たと

えば，土地の持つ美的な可能性

（capability）を追求する庭師ケイ

パビリティ・ブラウンは，貴族の

庇護のもと，丘や樹木や川の流れ

までも変え，場合によっては村全

体（ ）を移転させた上で，あく

まで＜自然な＞風景庭園を追求し

た。その一方で，庶民による「古

き良きイングランド」への回帰を

目指すコテージ・ガーデンも，現

在のイギリスには同居しているの

である。どれも「これこそが英国

の庭園だ」と言えるわけではな

く，それぞれがその時代の特徴を

反映しているわけだ。

本書には，資料画や写真も多

く，何といっても索引が完備して

いるので，実は，庭園・古城・マ

ナーハウスに興味を持っている人

にとっては，観光ガイドブック以

上の情報を得られるハイパー・ガ

イドブックにもなってしまう。ぜ

ひ，持ち出す研究書としても活用

いただきたい。そして，本著者の

次なる「イングリッシュネス」解

明のトピックに期待したい。

(いわさき ひろさだ・筑波大学教授)

ガーデニングとイギリス人
「園芸大国」はいかにして

つくられたか

飯田 操 著

四六判・360頁

本体3,300円＋税

［評者］

磐崎弘貞
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営 業 便 り

▶先日，スノーボードをするためにスキー

場に行きました。そこでは，今まで行った

場所とは段違いの積雪量と吹雪，そして訪

日外国人の多さに圧倒されました。ひとし

きり滑ったあと休憩所に行くと，そこにも

多くの訪日外国人がおり，室内では英語が飛び交っていま

した。そこにあるストーブを友人と訪日外国人の人々と一

緒に囲んだのですが，会話はゼロ。できて挨拶程度でし

た。▶あとから考えると勿体なさを感じ，もっと話せれば

なぁと後悔しました。また，言葉を発信する力や他者に自

分から働きかける大切さを痛感しました。もしアクティブ

ラーニング型授業を受けたら自分にもこういう力が身に付

くのでしょうか。▶来る2020年には東京オリンピックも予

定されており，今後も訪日外国人は増加の一途を辿るでし

ょう。日本を訪れた人に対し，慣れない習慣や場所で困っ

ている所を助けるだけではなく，思いやりの心で働きかけ

られるように，また自分自身もっと相手とのコミュニケー

ションを楽しむことができるように，再び英語を勉強し始

めようと思います。 (東京支店 竹村友里)

編 集 後 記

▶ケニアの少女と手紙のやりとりをしています。それぞれ

の母語ではない，英語によるコミュニケーションです。辞

書を引き引き継ぎはぎだらけの作文をする当方と違い，彼

女はどんどん基本語彙での多様な表現を身につけていきま

す。背景には，初等教育段階から英語による授業が行われ

るという同国の教育事情がありますが，初めは絵と単語だ

けだったのに，次第に文となり，前は見られなかったこん

な構文が…などと興味深く，刺激を受けて私も共に学ぶ機

会となっています。▶いま，英語の教科書には世界のさま

ざまな情報が紹介されています。教科書を読めば，英語の

知識だけではなく，英語を通じて見えてくるいろいろな価

値観，物の見方も学ぶことが可能です。世界に関心を広げ

ていく面白さを生徒が実感し，成長していく姿を見る喜び

についても今号ではふれられています。改訂により工夫を

こらした英語教科書・教材の自己表現活動を通して一層の

成長のきっかけになることを願っています。 （湯)

第59号

2017年４月15日発行

(年２回発行)

お知らせ

小社英語教科書についてのご質問，感想などを小誌編

集部宛にお寄せください。「G.C.D.教科書Question
 

Box」で随時ご紹介・ご回答してまいります。

また，小社教科書を使った授業の紹介などのご投稿

（郵送のみ）をお待ちしております。（採否のご連絡は致

しておりません。また，原稿はお返ししません。）

なお，小社ホームページには小社教科書の内容をご案

内しているサイトがございます。ここでは，英語の先生

方に役立つ様々な情報も提供しております。

http://www.taishukan.co.jp/gcdroom/

◆人生に効く，ことばの妙薬

思わず使ってみたくなる 知られざることわざ

時田昌瑞＝著

（四六判・210頁・本体1,700円＋税）

◆思春期からの関わり方が人生を変える

「生き抜く力」の育て方――逆境を成長につなげるために

蝦名玲子＝著

（四六判・234頁・本体1,800円＋税）

◆議論によって進める新スタイルの授業

アクティブ・ラーニング対応>日本語を分析するレッスン

野田尚史，野田春美＝著

（A5判・176頁・本体1,500円＋税）

◆名前を通して理解するイスラームの「こころ」

人名から読み解くイスラーム文化

梅田 修＝著

（四六判・186頁・本体1,800円＋税）

◆読み手のことを考えて書いていますか？

読み手に伝わる公用文―― やさしい日本語>の視点から

岩田一成＝著

（四六判・184頁・本体1,700円＋税）

大修館書店の本
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